
主の来臨のために準備する

(２)

主の委託と主の賜物において、忠信に奉仕する

24:45-51 25:14-30

マタイ第24章45節から51節が啓示していることは、わたしたちが主の委託において忠

信に奉仕し、神を食物として神の家族に与えなければならないということです。それ

はわたしたちが来たるべき王国において、わたしたちの褒賞としてのキリストを獲得

するためです：
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マタイ第25章14節から30節が啓示していることは、わたしたちが主の賜物において忠

信に奉仕し、彼のために利益を得なければならないということです。それはわたした

ちが来たるべき王国において、主の喜びに入るためです：
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21, 23, 26-30

「今日の召会にある問題はすべて、一タラントの者の上にあります。主はわたしたち

に、賜物が五タラントを越える者は一人もいないことを示してくださいました。二十

年かけて、召会は五タラントの者を一人得るかもしれません。しかし、召会は毎日、

それぞれ一タラントを持っている者を五人得ることができます。神の子供たちはだれ

であれ、最も貧しい状態の人でさえ、やはり一タラントは持っています。一タラント

の者五人を一緒にするとき、それは五タラントの者一人に等しくなります。今日、召

会の中で、一タラントの者がすべて自分のタラントを持ち出すなら、わたしたちの間

で大きな賜物が多くいる必要はないでしょう。一タラントの者たちが出てきさえすれ

ば、わたしはあなたがたに言いますが、全世界は征服されるでしょう」――ウオッチ

マン・ニー、教会生活をさらに語る、230ページ。
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